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Ⅰ 平成 30年度６次産業化における地産地消実施状況調査の概要 

 

 

１．調査の目的 

農林水産省では、国産や地場産の農林水産物を加工食品や施設給食等の原材

料として活用する取組を推進しているところ。 

６次産業化の取組である機能性食品や介護食品の製造、病院や高齢者福祉施

設等における施設給食、ｅコマースや食品の宅配等の業務形態ごとの国産や地

場産の農林水産物の活用状況をよりきめ細かく把握することで、地産地消に関

する今後の施策推進に活用することを目的としています。 

 

 

２．調査の方法 

（１）調査時期 

    平成３１年２月～３月 

（２）調査対象（調査票配布） 

    テーマ１：機能性食品（96社） 

    テーマ２：介護食品（96社） 

    テーマ３：病院給食のメニュー（96社） 

    テーマ４：高齢者福祉施設の給食メニュー（96社） 

    テーマ５：社員食堂のメニュー（96社） 

    テーマ６：ｅ-コマースで販売される農林水産物・食品（101社） 

    テーマ７：宅配で販売される農林水産物・食品（131社） 

    合計 714社 

（３）調査方法 

    郵送された調査票（質問用紙）にモニターが回答を記入、返送。 

 

 

３．報告書を読む際の注意事項 

（１）集計表中、構成比（％）は、表章単位未満を四捨五入しているので、内訳

の合計が 100％にならない場合があります。 

（２）本文中のグラフ及び集計表の構成比（％）欄中の記号は、以下のとおりで

す。 

「０：事実のないもの」 
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Ⅱ 調査結果の概要 

 

テーマ１．機能性食品について 

 

① 国内産原料を主要原料とした機能性食品の有無 

機能性食品を製造・販売する企業に国内産原料を主要原料とした機能性食

品の有無を聞いたところ、「ある」と回答した企業の割合が高く 94％であっ

た。 

   

 

② 国内産原料を主要原料とした機能性食品が自社の機能性食品の売上高に占

める割合 

①で「ある」と回答した企業に対し、国内産原料を主要原料とした機能性

食品が自社の機能性食品の売上高に占める割合を聞いたところ、「10％超～

50％以下」と回答した企業の割合が高く、27％であった。 

 

   

94%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．ある

２．ない

国内産原料を主要原料とした機能性食品の

有無

18%

18%

27%

18%

18%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

１．3％以下

２．3％超～10％以下

３．10％超～50％以下

４．50％超～80％以下

５．80％超

売上高に占める割合
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③ 国内産原料を主要原料とした機能性食品の種類と具体的品名 

国内産原料を主要原料とした機能性食品の種類を聞いたところ、 

最も多かったのは「その他」であった。 

 

④ 国内産原料を主要原料とした機能性食品を販売するに当たり、アピールして

いる点 

国内産原料を主要原料とした機能性食品を販売するに当たり、アピールし

ている点を聞いたところ「安全・安心が確保されていること」と「健康増進

の効果ばあること」と回答した企業の割合が高く、63％であった。次に割合

が高かったのは「国産農林水産物であること」の 50％であった。 

 

   

 

⑤ 国内産原料の活用についての今後の意向 

国内産原料の活用について今後の意向を聞いたところ、「現状と同程度」

と回答した企業の割合が高く、63％であった。「拡大する」は 38％であった。 

50%

63%

63%

0%

38%

0%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

１．国産農林水産物であること

２．安全・安心が確保されていること

３．健康増進の効果があること

４．節分など年中行事にあわせて提供がで

きること

５．品質がよいこと

６．伝統があり、よく知られていること

７．その他

アピール点（複数回答）



8 
 

   

  

⑥ 地域の特色ある農林水産物を主要原料とした機能性食品の有無 

機能性食品を販売している企業に地域の特色ある農林水産物を主要原料

とした機能性食品の有無を聞いたところ、「ある」と回答した企業の割合が

高く 63％であった。

 

 

 

⑦ 地域の特色ある農林水産物を主要原料とした機能性食品が、 

自社の機能性食品の売上高に占める割合 

⑥で「ある」と回答した企業に対し、地域の特色ある農林水産物を主要原

料とした機能性食品が自社の機能性食品の売上高に占める割合を聞いたと

ころ、「10％超～50％以下」と回答した企業の割合が高く 38％であった。 

38%

63%

0%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

１．拡大する

２．現状と同程度

３．活用を縮小する

４．その他

国内産原料の活用についての今後の意向

63%

38%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

１．ある

２．ない

地域の特色ある農林水産物を主要原料とした

機能性食品の有無
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⑧ 地域の特色ある農林水産物を主要原料とした機能性食品の種類と 

具体的品名 

地域の特色ある農林水産物を主要原料とした機能性食品の種類を聞いた

ところ、ほとんど回答は得られなかった。 

 

⑨ 地域の特色ある農林水産物を主要原料とした機能性食品を販売するに当た 

り、アピールしている点 

地域の特色ある農林水産物を主要原料とした機能性食品を販売するに当

たり、アピールしている点を聞いたところ「国産であること」と回答した企

業の割合が高く、80％であった。次に割合が高かったのは「安全・安心が確

保されていること」と「健康増進の効果があること」の 60％であった。 

13%

25%

38%

13%

13%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

１．3％以下

２．3％超～10％以下

３．10％超～50％以下

４．50％超～80％以下

５．80％超

売上高に占める割合
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⑩ 地域の特色ある農林水産物の活用についての今後の意向 

地域の特色ある農林水産物の活用について今後の意向を聞いたところ、

「拡大する」と回答した企業の割合が高く、80％であった。 

   

 

 

 

 

 

40%

60%

60%

80%

20%

40%

0%

0%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

１．地域の特色ある農林水産物である

こと

２．安全・安心が確保されていること

３．健康増進の効果があること

４．国産であること

５．希少であること

６．品質がよいこと

７．伝統があり、よく知られているこ

と

８．節分など年中行事にあわせて提供

ができること

９．その他

アピール点（複数回答）

80%

20%

0%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

１．拡大する

２．現状と同程度

３．活用を縮小する

４．その他

地域の特色ある農林水産物の活用についての

今後の意向
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テーマ２．介護食品について 

 

① 国内産原料を主要原料とした介護食品の有無 

介護食品を製造・販売する企業に国内産原料を主要原料とした介護食品の

有無を聞いたところ、「ある」と回答した企業の割合が高く 54％であった。 

   

 

② 国内産原料を主要原料とした介護食品が自社の介護食品の売上高に占める 

割合 

①で「ある」と回答した企業に対し、国内産原料を主要原料とした介護食

品が自社の介護食品の売上高に占める割合を聞いたところ、「3％以下」と回

答した企業と「80％超」と回答した企業の割合が高く、ともに 29％であっ

た。次に割合が高かったのは「50％超～80％以下」の 21%であった 

   
 

 

 

 

 

 

54%

46%

42% 44% 46% 48% 50% 52% 54% 56%

１．ある

２．ない

国産原料を主原料とした介護食品の有無

29%

7%

14%

21%

29%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

１．3％以下

２．3％超～10％以下

３．10％超～50％以下

４．50％超～80％以下

５．80％超

売上高に占める割合
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③ 国内産原料を主要原料とした介護食品の種類と具体的品名 

国内産原料を主要原料とした介護食品の種類を聞いたところ、 

最も多かったのは「大豆」、次いで「米」であった。 

 

④ 国内産原料を主要原料とした介護食品を販売するに当たり、 

アピールしている点 

国内産原料を主要原料とした介護食品を販売するに当たり、アピールして

いる点を聞いたところ「国産農林水産物であること」と「安全・安心が確保

されていること」と回答した企業の割合が高く、ともに 67％であった。次に

割合が高かったのは「健康増進の効果があること」の 44％であった。 

   
 

⑤ 国内産原料の活用についての今後の意向 

国内産原料の活用について今後の意向を聞いたところ、「現状と同程度」

と回答した企業の割合が高く、60％であった。 

   

67%

67%

44%

0%

33%

0%

33%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

１．国産農林水産物であること

２．安全・安心が確保されていること

３．健康増進の効果があること

４．節分など年中行事にあわせて提供

ができること

５．品質がよいこと

６．伝統があり、よく知られているこ

と

７．その他

アピール点（複数回答）

30%

60%

0%

10%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

１．拡大する

２．現状と同程度

３．活用を縮小する

４．その他

国内産原料の活用についての今後の意向
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⑥ 地域の特色ある農林水産物を主要原料とした介護食品の有無 

介護食品を販売している企業に地域の特色ある農林水産物を主要原料と

した介護食品の有無を聞いたところ、「ある」と回答した企業の割合が高く

79％であった。 

 

 

⑦ 地域の特色ある農林水産物を主要原料とした介護食品が、 

自社の介護食品の売上高に占める割合 

⑥で「ある」と回答した企業に対し、地域の特色ある農林水産物を主要原

料とした介護食品が自社の介護食品の売上高に占める割合を聞いたところ、

「80％超」と回答した企業の割合が高く 27％であった。 

 
   

 

⑧ 地域の特色ある農林水産物を主要原料とした介護食品の種類と 

具体的品名 

地域の特色ある農林水産物を主要原料とした介護食品の種類を聞いたと

ころ、最も多かったのは「大豆」であった。 

79%

21%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

１．ある

２．ない

地域の特色ある農林水産物を主要原料とした

介護食品の有無

18%

27%

18%

9%

27%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

１．3％以下

２．3％超～10％以下

３．10％超～50％以下

４．50％超～80％以下

５．80％超

売上高に占める割合
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⑨ 地域の特色ある農林水産物を主要原料とした介護食品を販売するに当たり、 

アピールしている点 

地域の特色ある農林水産物を主要原料とした介護食品を販売するに当た

り、アピールしている点を聞いたところ「地域の特色ある農林水産物である

こと」と回答した企業の割合が高く、75％であった。次に割合が高かったの

は「国産であること」の 63％あった。 

 

  

 

⑩ 地域の特色ある農林水産物の活用についての今後の意向 

地域の特色ある農林水産物の活用について今後の意向を聞いたところ、

「現状と同程度」と回答した企業の割合が高く、56％であった。 

  

75%

50%

50%

63%

38%

13%

13%

0%

13%

0% 20% 40% 60% 80%

１．地域の特色ある農林水産物であること

２．安全・安心が確保されていること

３．健康増進の効果があること

４．国産であること

５．希少であること

６．品質がよいこと

７．伝統があり、よく知られていること

８．節分など年中行事にあわせて提供ができ

ること

９．その他

アピール点（複数回答）

33%

56%

0%

11%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１．拡大する

２．現状と同程度

３．活用を縮小する

４．その他

地域の特色ある農林水産物の活用についての

今後の意向
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テーマ３．病院の給食メニューについて 

 

① 国内産原料を主要原料とした料理の有無 

給食を提供している病院に国内産原料を主要原料とした料理の有無を聞

いたところ、「ある」と回答した病院の割合が高く 92％であった。 

 

   

 

② 国内産原料を主要原料とした病院給食が自社の病院給食の売上高に占める

割合 

① で「ある」と回答した病院に対し、国内産原料を主要原料とした病院給

食が自社の病院給食の売上高に占める割合を聞いたところ、「50％超～80％以

下」と回答した病院の割合が高く 50％であった。次に割合が高かったのは

「10％超～50％以下」の 41％であった。 

 

 

 

③ 国内産原料を主要原料とした病院給食の種類と具体的品名 

国内産原料を主要原料とした病院給食の種類を聞いたところ、最も多かっ

たのは「煮物」、次いで「米飯」であった。 

92%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．ある

２．ない

国内産原料を主要原料とした料理の有無

0%

5%

41%

50%

5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１．3％以下

２．3％超～10％以下

３．10％超～50％以下

４．50％超～80％以下

５．80％超

売上高に占める割合
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④ 国内産原料を主要原料とした病院給食を提供するに当たり、 

アピールしている点 

国内産原料を主要原料とした病院給食を提供するに当たり、アピールして

いる点を聞いたところ「安全・安心が確保されていること」と回答した病院

の割合が高く、63％であった。次に割合が高かったのは「品質がよいこと」

の 58％であった。 

 

 

⑤ 国内産原料の活用についての今後の意向 

国内産原料の活用について今後の意向を聞いたところ、「現状と同程度」

と回答した病院の割合が高く、88％であった。 

 

42%

63%

0%

17%

58%

4%

21%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

１．国産農林水産物であること

２．安全・安心が確保されていること

３．健康増進の効果があること

４．節分など年中行事にあわせて提供

ができること

５．品質がよいこと

６．伝統があり、よく知られているこ

と

７．その他

アピール点（複数回答）

4%

88%

4%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．拡大する

２．現状と同程度

３．活用を縮小する

４．その他

国内産原料の活用についての今後の意向
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⑥ 地域の特色ある農林水産物を主要原料とした病院給食の有無 

給食を提供している病院に地域の特色ある農林水産物を主要原料とした

料理の有無を聞いたところ、「ない」と回答した病院の割合が高く 58％であ

った。 

 
 

⑦ 地域の特色ある農林水産物を主要原料とした病院給食が、 

自社の病院給食の売上高に占める割合 

⑥で「ある」と回答した病院に対し、地域の特色ある農林水産物を主要原

料とした病院給食が自社の病院給食の売上高に占める割合を聞いたところ、

「10％超～50％以下」と回答した病院の割合が高く 78％であった。 

 
 

⑧ 地域の特色ある農林水産物を主要原料とした病院給食の種類と具体的品名 

地域の特色ある農林水産物を主要原料とした病院給食の種類を聞いたと

ころ、最も多かったのは「米飯」であった。 

 

 

 

42%

58%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

１．ある

２．ない

地域の特色ある農林水産物を主要原料とした

料理の有無

11%

11%

78%

0%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

１．3％以下

２．3％超～10％以下

３．10％超～50％以下

４．50％超～80％以下

５．80％超

売上高に占める割合
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⑨ 地域の特色ある農林水産物を主要原料とした病院給食を提供するに当たり、 

アピールしている点 

地域の特色ある農林水産物を主要原料とした病院給食を提供するに当た

り、アピールしている点を聞いたところ「地域の特色ある農林水産物である

こと」と回答した病院の割合が高く、90％であった。次に割合が高かったの

は「安全・安心が確保されていること」の 50％であった。 

 

 

 

⑩ 地域の特色ある農林水産物の活用についての今後の意向 

地域の特色ある農林水産物の活用について今後の意向を聞いたところ、

「現状と同程度」と回答した病院の割合が高く、100％であった。 

   

90%

50%

0%

40%

10%

40%

20%

0%

0%

0% 10%20%30%40%50%60%70%80%90%100%

１．地域の特色ある農林水産物であること

２．安全・安心が確保されていること

３．健康増進の効果があること

４．国産であること

５．希少であること

６．品質がよいこと

７．伝統があり、よく知られていること

８．節分など年中行事にあわせて提供ができ

ること

９．その他

アピール点（複数回答）

0%

100%

0%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

１．拡大する

２．現状と同程度

３．活用を縮小する

４．その他

地域の特色ある農林水産物の活用についての

今後の意向
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テーマ４．高齢者福祉施設の給食メニューについて 

 

① 国内産原料を主要原料とした料理の有無 

給食を提供している高齢者福祉施設に国内産原料を主要原料とした料理

の有無を聞いたところ、「ある」と回答した施設の割合が高く 87％であった。 

   

 

② 国内産原料を主要原料とした高齢者福祉施設給食が自社の高齢者福祉施設

給食の売上高に占める割合 

② で「ある」と回答した病院に対し、国内産原料を主要原料とした病院給

食が自社の病院給食の売上高に占める割合を聞いたところ、「10％超～50％以

下」と回答した病院の割合が高く 42％であった。次に割合が高かったのは

「50％超～80％以下」の 38％であった。 

 
 

③ 国内産原料を主要原料とした高齢者福祉施設給食の種類と具体的品名 

国内産原料を主要原料とした高齢者福祉施設給食の種類を聞いたところ、

最も多かったのは「煮物」と「肉料理」であった。 

 

87%

13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．ある

２．ない

国内産原料を主要原料とした料理の有無

4%

0%

42%

38%

15%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

１．3％以下

２．3％超～10％以下

３．10％超～50％以下

４．50％超～80％以下

５．80％超

売上高に占める割合
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④ 国内産原料を主要原料とした高齢者福祉施設給食を提供するに当たり、 

アピールしている点 

国内産原料を主要原料とした病院給食を提供するに当たり、アピールして

いる点を聞いたところ「安全・安心が確保されていること」と回答した病院

の割合が高く、73％であった。次に割合が高かったのは「品質がよいこと」

の 50％であった。 

 

 

 

⑤ 国内産原料の活用についての今後の意向 

国内産原料の活用について今後の意向を聞いたところ、「現状と同程度」

と回答した高齢者福祉施設の割合が高く、85％であった。 

 

27%

73%

23%

42%

50%

8%

15%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

１．国産農林水産物であること

２．安全・安心が確保されていること

３．健康増進の効果があること

４．節分など年中行事にあわせて提供

ができること

５．品質がよいこと

６．伝統があり、よく知られているこ

と

７．その他

アピール点（複数回答）

4%

85%

0%

11%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

１．拡大する

２．現状と同程度

３．活用を縮小する

４．その他

国内産原料の活用についての今後の意向
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⑥ 地域の特色ある農林水産物を主要原料とした高齢者福祉施設給食の有無 

給食を提供している高齢者福祉施設に地域の特色ある農林水産物を主要

原料とした料理の有無を聞いたところ、「ない」と回答した高齢者福祉施設

の割合が高く 56％であった。 

 
 

⑦ 地域の特色ある農林水産物を主要原料とした高齢者福祉施設給食が、 

自社の高齢者福祉施設給食の売上高に占める割合 

⑥で「ある」と回答した高齢者福祉施設に対し、地域の特色ある農林水産

物を主要原料とした高齢者福祉施設給食が自社の高齢者福祉施設給食の売

上高に占める割合を聞いたところ、「10％超～50％以下」と回答した施設の

割合が高く 53％であった。 

 

 

 

⑧ 地域の特色ある農林水産物を主要原料とした高齢者福祉施設給食の種類と 

具体的品名 

地域の特色ある農林水産物を主要原料とした高齢者福祉施設給食の種類

を聞いたところ、最も多かったのは「煮物」であった。 

44%

56%
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１．ある

２．ない

地域の特色ある農林水産物を主要原料とした

料理の有無
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２．3％超～10％以下

３．10％超～50％以下

４．50％超～80％以下

５．80％超

売上高に占める割合
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⑨ 地域の特色ある農林水産物を主要原料とした高齢者福祉施設給食を提供す 

るに当たり、アピールしている点 

地域の特色ある農林水産物を主要原料とした高齢者福祉施設給食を提供

するに当たり、アピールしている点を聞いたところ「安全・安心が確保され

ていること」と回答した病院の割合が高く、79％であった。次に割合が高か

ったのは「地域の特色ある農林水産物であること」の 50％であった。 

 

 

 

⑩ 地域の特色ある農林水産物の活用についての今後の意向 

地域の特色ある農林水産物の活用について今後の意向を聞いたところ、

「現状と同程度」と回答した病院の割合が高く、93％であった。 
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36%
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アピール点（複数回答）
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地域の特色ある農林水産物の活用についての

今後の意向
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テーマ５．社員食堂のメニューについて 

 

① 国内産原料を主要原料とした料理の有無 

社員食堂を運営する企業に国内産原料を主要原料とした料理の有無を聞

いたところ、「ある」と回答した企業の割合が高く 85％であった。 

    
 

 

② 国内産原料を主要原料とした料理が自社の料理の売上高に占める割合 

①で「ある」と回答した企業に対し、国内産原料を主要原料とした料理が

自社の料理の売上高に占める割合を聞いたところ、「10％超～50％以下」と

回答した企業の割合が高く 67％であった。ほかには「50％超～80％以下」と

回答した企業が 33%であった 

    
 

③ 国内産原料を主要原料とした料理の種類と具体的品名 

国内産原料を主要原料とした料理の種類を聞いたところ、ほとんど回答は

得られなかった。 
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売上高に占める割合
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④ 国内産原料を主要原料とした料理を販売するに当たり、 

アピールしている点 

国内産原料を主要原料とした料理を販売するに当たり、アピールしている

点を聞いたところ「国産農林産物であること」と「安全・安心が確保されて

いること」がともに 100％であった。 

    
 

 

⑤ 国内産原料の活用についての今後の意向 

国内産原料の活用について今後の意向を聞いたところ、「現状と同程度」

と回答した企業が 100％であった。 
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⑥ 地域の特色ある農林水産物を主要原料とした料理の有無 

料理を販売している企業に地域の特色ある農林水産物を主要原料とした

料理の有無を聞いたところ、「ある」と回答した企業の割合が高く 71％であ

った。 

    

 

 

⑦ 地域の特色ある農林水産物を主要原料とした料理が、自社の料理の売上高に

占める割合 

⑥で「ある」と回答した企業に対し、地域の特色ある農林水産物を主要原

料とした料理が自社の料理の売上高に占める割合を聞いたところ、「10％超

～50％以下」と回答した企業の割合が高く 71％であった。 

 

    

 

⑧ 地域の特色ある農林水産物を主要原料とした料理の種類と具体的品名 

地域の特色ある農林水産物を主要原料とした料理の種類を聞いたところ、

ほとんど回答は得られなかった。 
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２．ない

地域の特色ある農林水産物を主要原料とし

た料理の有無

0%

14%

71%

0%

14%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

１．3％以下

２．3％超～10％以下

３．10％超～50％以下

４．50％超～80％以下

５．80％超

売上高に占める割合
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⑨ 地域の特色ある農林水産物を主要原料とした料理を販売するに当たり、 

アピールしている点 

地域の特色ある農林水産物を主要原料とした料理を販売するに当たり、ア

ピールしている点を聞いたところ「地域の特色ある農林水産物であること」

と「安全・安心が確保されていること」が最も高く、ともに 100％であった。 

  

  

 

⑩ 地域の特色ある農林水産物の活用についての今後の意向 

地域の特色ある農林水産物の活用について今後の意向を聞いたところ、

「拡大する」と回答した企業の割合が高く、100％であった。 

    

100%

100%

0%

50%

0%

50%

0%

0%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

１．地域の特色ある農林水産物である

こと

２．安全・安心が確保されていること

３．健康増進の効果があること

４．国産であること

５．希少であること

６．品質がよいこと

７．伝統があり、よく知られているこ

と

８．節分など年中行事にあわせて提供

ができること

９．その他

アピール点（複数回答）

100%

0%

0%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

１．拡大する

２．現状と同程度

３．活用を縮小する

４．その他

地域の特色ある農林水産物の活用についての

今後の意向
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テーマ６．ｅ-コマースで販売される農林水産物・食品について 

 

① 国産の農林水産物又はそれらを主要原料とした食品の有無 

ｅ-コマースで農林水産物や食品を販売している企業に国産の農林水産物

又はそれらを主要原料とした食品の有無を聞いたところ、「ある」と回答した

企業の割合が高く 84％であった。 

   
 

 

② ｅ-コマースにおける国産の農林水産物又は国産主要原料食品が自社のｅ-

コマースの売上高に占める割合 

①で「ある」と回答した企業に対し、国産の農林水産物又は国内主要原料

食品が自社のｅ-コマースの売上高に占める割合を聞いたところ、「10％超～

50％以下」と回答した企業の割合が高く 42％であった。次に割合が高かった

のは「50％超～80％以下」と「3％以下」の 25％であった。 

 

 

 

③ 国産の農林水産物又は国産主要原料食品の種類と具体的品名 

国産の農林水産物又は国産主要原料食品の種類を聞いたところ、最も多か 

ったのは「その他（農林水産物含む）」であった。 

84%

16%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

１．ある

２．ない

国産農林水産物又は国産主要原料食品の有無

25%

0%

42%

25%

8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

１．3％以下

２．3％超～10％以下

３．10％超～50％以下

４．50％超～80％以下

５．80％超

売上高に占める割合
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④ 国産の農林水産物又は国産主要原料食品をｅ-コマースで販売するに当たり、 

アピールしている点 

国内産の農林水産物又は国産主要原料食品をｅ-コマースで販売するに当

たり、アピールしている点を聞いたところ「安全・安心が確保されているこ

と」」と回答した企業の割合が高く、75％であった。次に割合が高かったの

は「品質がよいことの 67％、次いで「国産農林水産物であること」の 58％

であった。 

    
 

 

⑤ 国内産原料の活用についての今後の意向 

国内産原料の活用について今後の意向を聞いたところ、「現状と同程度」

と回答した企業の割合が高く、50％であった。次いで「拡大する」の 42％で

あった。 

   

58%

75%

17%

8%

67%

25%

8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

１．国産農林水産物であること

２．安全・安心が確保されていること

３．健康増進の効果があること

４．節分など年中行事にあわせて提供

ができること

５．品質がよいこと

６．伝統があり、よく知られているこ

と

７．その他

アピール点（複数回答）

42%

50%

0%

8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１．拡大する

２．現状と同程度

３．活用を縮小する

４．その他

国産農林水産物又は国産主要原料食品の取扱

の今後の意向
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⑥ 地域の特色ある農林水産物又はそれらを主要原料とした食品の有無 

ｅ-コマースで農林水産物や食品を販売している企業に地域の特色ある農

林水産物又はそれらを主要原料とした料理の有無を聞いたところ、「ある」

と回答した企業の割合が高く 94％であった。 

 
 

 

⑦ ｅ-コマースにおける地域の特色ある農林水産物又は地域主要原料食品の 

売上高が、自社の農林水産物又は地域主要原料食品のｅ-コマースの売上高 

に占める割合 

⑥で「ある」と回答した企業に対し、地域の特色ある農林水産物又は地域

主要原料食品が自社のｅ-コマースの売上高に占める割合を聞いたところ、

「3％以下」と「3％超～10％以下」と回答した企業の割合が高く、ともに 36％

であった。 

 

 

 

⑧ 地域の特色ある農林水産物又は地域産主原料食品の種類と具体的品名 

地域の特色ある農林水産物又は地域産主原料食品の種類を聞いたところ、

最も多かったのは「果実」であった。 

94%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．ある

２．ない

地域の特色ある農林水産物またはそれらを主

要原料とした食品の有無

36%

36%

14%

7%

7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

１．3％以下

２．3％超～10％以下

３．10％超～50％以下

４．50％超～80％以下

５．80％超

売上高に占める割合
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⑨ 地域の特色ある農林水産物又は地域産主原料食品を販売するに当たり、 

アピールしている点 

地域の特色ある農林水産物又は地域産主原料食品を販売するに当たり、ア

ピールしている点を聞いたところ「地域の特色ある農林水産物であること」

と回答した企業の割合が高く、82％であった。次に「品質がよいこと」の 64％、

「安全・安心が確保されていること」の 45％の順であった。 

 

 

⑩ 地域の特色ある農林水産物又は地域産主要原料食品の活用についての 

今後の意向 

地域の特色ある農林水産物又は地域産主要原料食品の活用について今後

の意向を聞いたところ、「拡大する」と回答した企業の割合が高く、55％であ

った。 

    

82%

45%

9%

18%

9%

64%

27%

18%

9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

１．地域の特色ある農林水産物であること

２．安全・安心が確保されていること

３．健康増進の効果があること

４．国産であること

５．希少であること

６．品質がよいこと

７．伝統があり、よく知られていること

８．節分など年中行事にあわせて提供ができ

ること

９．その他

アピール点（複数回答）

55%

36%

0%

9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１．拡大する

２．現状と同程度

３．活用を縮小する

４．その他

地域の特色ある農林水産物又は地域産主要原

料食品の活用についての今後の意向
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テーマ７．宅配で販売される農林水産物・食品について 

 

① 国産の農林水産物又はそれらを主要原料とした食品の有無 

宅配で農林水産物や食品を販売している企業に国産の農林水産物又はそ

れらを主要原料とした食品の有無を聞いたところ、「ある」と回答した企業の

割合が高く 97％であった。 

   
 

 

② 宅配における国産の農林水産物又は国産主要原料食品が自社の宅配の売上

高に占める割合 

①で「ある」と回答した企業に対し、国産の農林水産物又は国産主要原料

食品が自社の宅配の売上高に占める割合を聞いたところ、「10％超～50％以

下」と回答した企業の割合が高く 33％であった。次に割合が高かったのは

「50％超～80％以下」と「80％超」の 30％であった。 

 

 

 

③ 国産の農林水産物又は国産主要原料食品の種類と具体的品名 

国産の農林水産物又は国産主要原料食品の種類を聞いたところ、最も多か 

ったのは「畜産食品」であった。 

97%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

１．ある

２．ない

国産農林水産物又は国産主要原料食品の有無

7%

0%

33%

30%

30%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

１．3％以下

２．3％超～10％以下

３．10％超～50％以下

４．50％超～80％以下

５．80％超

売上高に占める割合
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④ 国産の農林水産物又は国産主要原料食品を宅配で販売するに当たり、 

アピールしている点 

国内産の農林水産物又は国産主要原料食品を宅配で販売するに当たり、ア

ピールしている点を聞いたところ「国産農林水産物であること」と回答した

企業の割合が高く、83％であった。次に割合が高かったのは「品質がよいこ

と」の 67％、「安全・安心が確保されていること」の 63％であった。 

 

 

 

⑤ 国内産原料の活用についての今後の意向 

国内産原料の活用について今後の意向を聞いたところ、「現状と同程度」

と回答した企業の割合が高く、85％であった。 

 
 

83%

63%

10%

10%

67%

13%

7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

１．国産農林水産物であること

２．安全・安心が確保されていること

３．健康増進の効果があること

４．節分など年中行事にあわせて提供がで

きること

５．品質がよいこと

６．伝統があり、よく知られていること

７．その他

アピール点（複数回答）

60%

40%

0%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

１．拡大する

２．現状と同程度

３．活用を縮小する

４．その他

国産農林水産物又は国産主要原料食品の活用

についての今後の意向
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⑥ 地域の特色ある農林水産物又はそれらを主要原料とした食品の有無 

宅配で農林水産物や食品を販売している企業に地域の特色ある農林水産

物を主要原料とした料理の有無を聞いたところ、「ある」と回答した企業の

割合が高く 86％であった。 

 
 

 

⑦ 宅配における地域の特色ある農林水産物又は地域主要原料食品の売上高が、 

自社の農林水産物又は地域主要原料食品の宅配の売上高に占める割合 

⑥で「ある」と回答した企業に対し、地域の特色ある農林水産物又は地域

主要原料食品が自社の宅配の売上高に占める割合を聞いたところ、「10％超

～50％以下」と回答した施設の割合が高く 50％であった。次に割合が高かっ

たのは「3％超～10％以下」の 29％であった。 

 
 

 

⑧ 地域の特色ある農林水産物又は地域産主原料食品の種類と具体的品名 

地域の特色ある農林水産物又は地域産主原料食品の種類を聞いたところ、

最も多かったのは「畜産食品」であった。 

 

86%

14%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．ある

２．ない

地域の特色ある農林水産物又はそれらを主要

原料とした食品の有無

8%

29%

50%

8%

4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１．3％以下

２．3％超～10％以下

３．10％超～50％以下

４．50％超～80％以下

５．80％超

売上高に占める割合
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⑨ 地域の特色ある農林水産物又は地域産主原料食品を販売するに当たり、 

アピールしている点 

地域の特色ある農林水産物又は地域産主原料食品を販売するに当たり、ア

ピールしている点を聞いたところ「地域の特色ある農林水産物であること」

と回答した企業の割合が高く、88％であった。次に割合が高かったのは「品

質がよいこと」の 68％、「国産であること」の 56％であった。 

 

⑩ 地域の特色ある農林水産物又は地域産主要原料食品の活用についての 

今後の意向 

地域の特色ある農林水産物又は地域産主要原料食品の活用について今後

の意向を聞いたところ、「拡大する」と回答した企業の割合が高く、68％であ

った。 

    

88%

40%

4%

56%

28%

68%

24%

4%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．地域の特色ある農林水産物である

こと

２．安全・安心が確保されていること

３．健康増進の効果があること

４．国産であること

５．希少であること

６．品質がよいこと

７．伝統があり、よく知られているこ

と

８．節分など年中行事にあわせて提供

ができること

９．その他

アピール点（複数回答）

68%

32%

0%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

１．拡大する

２．現状と同程度

３．活用を縮小する

４．その他

地域の特色ある農林水産物の活用についての

今後の意向


